


部品の配置図です。
各部品は次ページからの順で取り付けてく
ださい。
ここでは真空管ソケット、ラグ板の位置と方
向を確認してください。
トランスは引き出し線の色で位置と方向を確
認してください。

※ 電源スイッチ、ACインレットは配線をし
てから取り付けますから注意してください。
※ サブプレートも組み立ててからスペーサ
に取り付けます。
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部品配置図

シャーシ裏面から
見た図

ボリウム

ツマミ

ラグ板 -1

ラグ板 -4

チョークコイル

ラグ板 -5

ラグ板 -2 ラグ板 -3　

EF37A Lch

USソケット USソケット USソケット

EF37A Rch 5AR4

ゴムブッシング×4箇所

LED付き電源SWは
配線してから取り付けます。

入力RCAジャック
（ずらして描いてあります）

SPターミナル L    R

マイクロスイッチ ACインレットは
配線してから取り付けます。

ヒューズホルダ

アースポイントなので
シャーシの塗装を剥がし
ラグ板とシャーシの間に
菊座金をいれます

シャーシ上面から
見た図

電源トランス

出力トランス  Rch出力トランス  Lch

ボンネット
取付穴×4箇所
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ここにサブプレート
を取り付けます

シャーシの塗装を剥がしてから取付けます。

スペーサー
5箇所



○ 組み立てと配線が終わっても、すぐに電
源を入れないでください。まず掃除をしま
しょう。

○ 点検は一休みしてから行うようにしてくだ
さい。最初からマニュアルを読み直し、配線
を今一度点検してみましょう。作業終了後
すぐに点検すると思いこみもあり、間違いが
発見できない可能性が多いものです。

○ 電源を入れる前に配線のはんだ付け状態
を必ず確認してください。組み立て後「音が
出ない」と持込まれたキットの約70％はは
んだ不良､配線ミス、配線忘れによるもので
す。はんだ付けは、懐中電灯やルーペを用
いて確実になされているかをチェックしてく
ださい。

○ 適宜インシュロックで配線をまとめます。
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配線終了
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LED付き電源SW

SPターミナルRCA入力ジャック
LchLch RchRch

電源トランス
出力トランス  Rch出力トランス  Lch

マイクロスイッチ
ACインレット

ヒューズホルダ
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○ ボンネットスイッチ押し用の⑧M2.5×5 
ナベ(白)を忘れないでください。

○ 底板のゴム足を取り付けておきます。
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 ボンネット、底板の組立

⑦小頭M3×5 サラ(光沢)
左右12箇所

前面

右面

左面

ボンネットスイッチ押しボタン

ボンネット

ボンネット
⑧M2.5×5 ナベ(白)

2A3

UY-807
EF37A

2A3

UY-807
EF37A

5AR4

⑩M4×10 ナベ(白) 4箇所

ゴム足 4箇所

⑤M3×6 バインド(黒)  
8箇所

検査が終わり最後に底板を本体シャーシに取り付けて完成です。

底板

底板

ボンネットスイッチ押しボタン

⑥M3×6 ナベ(黒) W付 4箇所

電圧測定が終わったらボンネットを取り付けます。
ボンネットは必ず取り付けて御使用下さい。 

⑦小頭M3×5 サラ(光沢)
⑧M2.5×5 ナベ(白)は
ドライバーNo.1/小を使用します。

※ シャーシをボンネットにのせて
ボンネットスイッチを押さないと電源が入りません。




